
   

 

 

 地域の概要  

  大嶺地区は、市役所、警察署、消防署、市民会館の 

 他、銀行や農協等の官民の主要施設が集中しており、 

 美祢市の中心地域です。北部には工業地域やニュータ 

ウンが開発され、地域の活性化と市民の定住が促進さ 

れています。 

しかし、地域の面積が広く、周辺部の小学校では、 

複式の学級を抱えています。住民の教育に対する関心 

は高く、学校への協力・支援も極めて積極的です。 

 

 組織の内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特色・重点的な取組   

  学校運営協議会が、実働組織を包括するものとなっており、協議会での決定事項がスムースに 

  教育活動に反映されるとともに、活動後の評価に対する改善案等が効率的に立案できます。 

人 口        8,390 人 

世帯数       3,594 世帯 

対象校及び 

児童生徒数 

大嶺中学校   243 人 

大嶺小学校  386 人  

重安小学校    17 人 

麦川小学校    40 人 

城原小学校    21 人 

地域連携の深化をめざす「大嶺地区地域協育ネット」の推進 

                            【美祢市 大嶺中学校区】 

 大嶺地区の地域協育ネ

ットは、大嶺中学校の

コミュニティ・スクール

（学校運営協議会）がそ

の中核となっています。

年数回行われる協議会で

は、校区内の小学校のＰ

ＴＡ会長が会員として参

加し、学校間での情報交

換や連絡調整を行ってい

ます。大嶺中学校の学校

運営協議会は、左図に示

すとおり、実働組織を包

括するものとなってお

り、協議会での方針や決

定事項が実践活動に反映

しやすい組織となってい

ます。現在、地域コーデ

ィネーターを複数配置す

るために、広く人選を行

っています。 



 主な活動の紹介   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成果と課題  

  各小・中学校では、それぞれの地域の実情を考慮しながら、地域の特色を生かした教育活動を展 

 開しています。活動は主として「ふれあい体験学習活動」、「伝統文化継承活動」、「地域貢献奉 

 仕活動」の３つです。地域との連携による様々な取組は、多様な体験活動を含み、児童生徒の心の 

成長に寄与しています。地域の高齢化や人々のつながりの希薄化等の諸課題に対して、地域の人材 

育成という共通の取組を通して得られる効果は大変大きいものがあると考えています。 

 しかし、課題も山積しています。地域の人材との連携について、これまで以上に、有効かつ効率 

的な取組が肝要であると考えています。また、キャリア教育の観点からも異校種間での情報交換は、 

今後ますます重要であり、そのためには、地域協育ネット協議会の組織的・計画的な運営が急務で 

すが、学校や地域の過重負担とならないよう段階的な整備が必要であると考えています。 

 

 今後の取組  

  美祢市の全ての小・中学校は、平成 26年度からコミュニティ・スクールをスタートします。今後は、 

各小・中学校の学校運営協議会を整備、成熟させながら、中学校区の地域協育ネット協議会（拡大 

学校運営協議会）の効率的な運営に向けて、事前協議を進めていきます。 

また、行政との連携による、地域コーディネーターの養成や地域の様々な活動団体の情報提供等 

により、地域の実情に応じた地域協育ネット協議会を運営していきたいと思います。 

クリーン大作戦：重安小 

食生活改善推進委員との連
携による調理実習：大嶺小 

菊づくり教室：重安小 ふるさと麦川を学ぶ会：麦川小 手づくりおもちゃ教室：重安小 昔の遊び：城原小 

ありがとう作戦：麦川小 福祉の市への出店参加：大嶺中 

卓球･ホタルまつり：麦川小 読み聞かせ：城原小 社会福祉協議会との連携 
による車椅子体験：大嶺小 

☆年間を通して活動を行い、地域の方々から多くの学びを得ています。 

☆日頃お世話になっている地域での貢献活動に取り組んでいます。 

☆日本の伝統文化に触れる活動により、郷土愛が芽生えています。 


